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１ 研究主題

子どもたちに自他を認め合う心を育む研究
～道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れる工夫を通して～

（２か年継続研究 ２年次）

Ⅰ 研究の概要



２ 研究の仮説・構造図

Ⅰ 研究の概要

研究の仮説
道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れる工夫を
通して、自他を認め合う心が育まれるだろう。

研究の内容１ 自己の考えを表出する工夫

研究の内容２ 自己を見つめる工夫

研究の内容３ 多面的・多角的に考える対話の工夫



２ 研究の仮説・構造図

Ⅰ 研究の概要

＜研究の内容１＞

自己の考えを表出する工夫



２ 研究の仮説・構造図

Ⅰ 研究の概要

＜研究の内容２＞

自己を見つめる工夫



２ 研究の仮説・構造図

Ⅰ 研究の概要

＜研究の内容３＞

多面的・多角的に考える対話の工夫



３ 検証内容

Ⅰ 研究の概要

① 自己を肯定的に受け入れる心を育むことが
できていたか
② 他者を思いやり尊重することのできる心を
育むことができていたか
③ 自己を肯定的に受け入れ、他者の考えや
立場を思いやり、尊重できる心を育むことが
できていたか



４ 検証方法

Ⅰ 研究の概要

【アンケートからの見取り】【授業からの見取り】 【子どもの姿からの見取り】



５ 研究の視点

⑴ 本研究における自他を認め合う心

Ⅰ 研究の概要

自己を肯定的に受け入れ、

他者の考えや立場を思いやり尊重できる心



５ 研究の視点

⑵ 道徳科における見方・考え方

様々な事象を、道徳的諸価値の理解を基に自己との
関わりで（広い視野から）多面的・多角的に捉え、自己
の（人間としての）生き方について考えること

※ （ ）は中学校のみ

Ⅰ 研究の概要



５ 研究の視点

⑶ 道徳的行為に関する体験的な学習

役割演技

動作化

表現する活動

Ⅰ 研究の概要

● 道徳的諸価値の理解

● 多面的・多角的に考える



中学校第２学年 道徳科

教材名「心に寄りそう」



６ 授業実践

Ⅱ 授業実践の紹介

主題名 気持ちをこめて

教材名 心に寄りそう （「新しい道徳 ２」東京書籍）

ねらい ほかの人の気持ちや立場を尊重し、
そのときどきの心に寄り添いながら
温かく接していこうとする態度を
育てる。



６ 授業実践

Ⅱ 授業実践の紹介

⑴ 自己の考えを表出する工夫



授 業 動 画



「心に寄り添う」ことは難しいことですが、
学級の中にはいろいろな人がいるので、長所
や短所を受け入れて、どう接していったらよ
いかを考えて行動したいと思います。

今日学んだことを、どのように生活に生かして
いきたいですか？

６ 授業実践

Ⅱ 授業実践の紹介

研究の内容１ 自己の考えを表出する工夫



小学校第６学年 道徳科

教材名「ばかじゃん！」



６ 授業実践

Ⅱ 授業実践の紹介

主題名 友達と理解し合う

教材名 ばかじゃん！ （「新しい道徳 ６」東京書籍）

ねらい 互いに信頼し、学び合って、真の友情
を築いていこうとする態度を育てる。



６ 授業実践

Ⅱ 授業実践の紹介

⑵ 自己を見つめる工夫



授 業 動 画



今日学んだことを、どのように生活に生かして
いきたいですか？

６ 授業実践

Ⅱ 授業実践の紹介

研究の内容２ 自己を見つめる工夫

「深い友情」とは、どんなに仲がよいと思っ
ていても、相手のことを考えて、言葉を選び
ながら、会話をしたり、接したりすることが大
切だと思いました。



中学校第２学年 道徳科

教材名「自分を信じて生きるとは…」



６ 授業実践

Ⅱ 授業実践の紹介

主題名 自分を信じて生きるとは…

教材名 自分を信じて生きるとは…
（「新しい道徳 ２」東京書籍）

ねらい 人間の中には弱さ・醜さもあるが、
それを乗り越えようとする強さ・気高さ
もあることを理解する。



６ 授業実践

Ⅱ 授業実践の紹介

⑶ 多面的・多角的に考える対話の工夫



授 業 動 画



友達の考えを聞いて参考になったことはあり
ますか？

６ 授業実践

Ⅱ 授業実践の紹介

研究の内容３ 多面的・多角的に考える対話の工夫

「一度、お釣りをごまかしてしまったが、そ
のあと正直に言うことができて、罪悪感が無
くなり、すっきりした」という意見が参考にな
りました。



７ 研究内容の検証

Ⅲ 研究内容の検証

⑴ 自己の考えを表出する工夫

○ 登場人物への自我関与を深める効果

○ 様々な体験的な学習場面の発想

● 身近な日常生活に置き換えた再現の必要性



７ 研究内容の検証

Ⅲ 研究内容の検証

⑵ 自己を見つめる工夫

○ 自己を肯定的に受け入れる心の醸成

○ 教材場面の再現から自我関与の深まり

● 体験的な活動と思考場面のバランス



７ 研究内容の検証

Ⅲ 研究内容の検証

⑶ 多面的・多角的に考える対話の工夫

○ 他者を思いやり尊重する心の育成

〇 意見交流による道徳的価値の深まり

● ＩＣＴ等の効果的な活用



７ 研究内容の検証

Ⅲ 研究内容の検証

⑷ アンケート結果

１ 自分にはよいところがあると思うか

２ 難しいことでも、失敗を恐れないで
挑戦しているか

３ 自分と違う意見について考えるの
は楽しいと思うか

  

  

  

  

  

   

     ２    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校第６学年   ２  



７ 研究内容の検証

Ⅲ 研究内容の検証

⑷ アンケート結果

１ 自分にはよいところがあると思うか

２ 難しいことでも、失敗を恐れないで
挑戦しているか

３ 自分と違う意見について考えるの
は楽しいと思うか

  

  

  

  

  

   

     ２    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学校第２学年   ２  



８ 研究の成果と課題

Ⅳ 研究の成果と課題

○ 小学校高学年や中学生でも効果的に授業に取り

入れることができた

○ 各教科における体験的な活動は自他を認め合う心

を育む上で大変効果があった

○ 自分の経験を想起しながら、他者の考えと比較

することができ、多面的・多角的に考えることに

つながった

● 主発問から終末までの時間配分



ご清聴ありがとうございました
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